
「令和６年度 第64回 裾野高校 五龍祭」が６月５日(水)

から７日(金)までの3日間開催されました。

今年度のテーマは「新時代 創造を超える青春を」。

創造には「新しいものを作り出す」という意味があります。誰

にも作れそうにない、想像できないものを作り出してほしいと

いう思いから「創造を超える」とし、さらにレベルアップした五

龍祭にしたいという意味を込めました。
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五龍祭 文化の部

令和６年度 五龍祭 開催

８月７日(水) 全校登校日

 ８日(木) 中学生一日体験

20日(火) 県総合学科研究大会

24日(土) 北駿４校合同説明会

７月 ２日(火)～４日(木) 期末テスト

10日(水) 思春期講座(１年)

22日(月) 薬学講座

24日(水) 終業式

7・8月 の 予 定

ホームページが
新しくなりました

「文化の部」は６月５日(水)と６日(木)の２日間にわ

たって行われ、１日目は校内でのステージ発表、２日

目は一般公開を行いました。

１日目の校内発表は２

部制で行われ、午前の部

では、開会式に続いて各

クラスが作成した「クラスＣ

Ｍコンテスト」と「クラスT

「体育の部」は、絶好のコン

ディションのもと、クラス対抗形

式で競い合いました。お揃いの

Ｔシャツに身を包み、一致団結

して、全員リレーや長縄跳び、

代表者によるクラス対抗リレー

等の種目を行い、絆を深め合

五龍祭 体育の部

シャツコンテスト」が行われました。各クラスとも趣向を

凝らした内容で会場を大いに盛り上げました。午後

２日目の一般公開は、文化部の

発表とクラス展示・模擬店販売が

の部は有志によるステージ企画

で、歌やダンスが披露され、盛り

上がりも最高潮になりました。

行われました。クラス展示は

五龍祭のテーマ「創造を超

える～」をうけて、「物語」を

表わしました。新しい物語を

創作したり、今までの解釈とは一

味も二味も違った解釈を表現して

いました。また物語に因んだ商品

も販売しました。

３日間を通して、充実した「五龍祭」が開催できまし

た。改善すべき点も多々ありましたが、その改善点の

中に「想像を超える創造」のヒントがあると思います。

若い生徒らの想像・発想は無限であり、それを形に

創造するのは大変難しいことです。しかし、それに

「挑戦」することは、何物にも代えがたい価値あること

だと思います。

来年の「五龍祭」に大いに期待します。

いました。またエキシビションで行われた部活対抗リ

レーの男子運動部では、ガチンコ勝負でバスケット

ボール部が優勝しました。
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試合後、髙荷怜央(右)から後輩
の岩田悠(左)にバトンは渡された
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